
志摩市地域公共交通会議
（志摩市）

令和７年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

平成１９年４月１日設置

令和６年３月 志摩市地域公共交通計画策定
（計画期間：令和６年４月～令和１０年３月）

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・離島航路運営費等補助金
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

計画が目指す将来像
「住む人の誰もが、いつまでも、安心して自由に出かけられ、訪れた人がみな、

まちじゅうを自由に巡り、自然や人の魅力に出会えるまち」

基本方針

Ⅰ 市民が過度に自動車に依存せず、地域
公共交通で気兼ねなく移動できる姿

Ⅱ 観光客が地域公共交通で、快適に観光地
を周遊することができる姿

Ⅲ 市民・事業者・行政等、みんなが一緒
に考え、つくる地域公共交通ネットワー
クのあるまち

交通の状況

【１】幹線
鉄道 近鉄志摩線
路線バス 御座線 ・ 宿浦線・五ヶ所線

【２】支線
路線バス 安乗線 ・ スペイン線
コミュニティバス 志島循環線・磯部地域予約

運行型バス「ハッスル号」
航 路 あご湾定期航路・市運航船・渡鹿野渡船

【志摩市の概要】
平成１６年１０月１日に、志摩郡５町
（浜島町、大王町、志摩町、阿児町、磯部町）
が合併して、誕生。

面積：１７８．９５km
人口：４３，０２６人 ※令和7年12月末時点
高齢化率：４２．７％



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 3

ＡＩデマンド交通「のりあい」実証運行
〇運行期間・時間

令和６年１１月１９日～令和７年３月２９日（８６日間）
※阿児町は、11月19日～2月19日（60日間）
※木・日・祝・年末年始を除く
午前８時３０分～午後４時３０分

〇利用料金（運賃）

〇停留所

大王町：５５箇所・志摩町：8８箇所・阿児町：１５０箇所

交通空白地域等の既存公共交通の利用が
困難な地区における、通学や通院、買い物、
路線バス等への接続等、移動手段を確保し、
市民一人ひとりのニーズに応じた移動を支
援するため、AI技術を活用した公共交通と
して、デマンド交通「のりあい」の実証運
行を大王町及び志摩町、阿児町で実施した。

【参考：令和５年度実証運行】
・実施期間：令和6年1月10日～3月29日

（55日間）
・料 金：定額200円
・停留所：大王町４９箇所・志摩町６０箇所

令和６年度令和５年度利用者数

４５１人２６７人大王町

６７６人３４０人志摩町

８３９人―阿児町

１，９６６人６０７人合 計



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

横山VIEWタクシー
近鉄電車で訪れた観光客を対象に、鵜方駅から市内で人気の観光
地である横山展望台までを片道ワンコイン（500円）で結ぶお得
なタクシー運送プランを商品造成した 。好評のため次年度も継続
して実施予定。
利用者／R4 2,939組・11,948人、R5 2,943組・11,928人、
R6 2,961組・16,421人

定期航路補助
あご湾定期船（賢島～和具）を利用する学生の負担を軽減し、航路利用を
促進する。
対象航路: 賢島港 ～ 和具港を結ぶ「あご湾定期船」
対象者: 航路通学を行う生徒の保護者。 ※志摩市外に居住者も対象
購入者数 R4 4人、Ｒ5 10人、R6 5人

交通DX・GX による経営改善支援事業活用による
船舶の修繕
間崎島住民にとって唯一の生活手段である英虞湾指定航路の安
定した運航と、安全安心な利用環境を確保することを目的とし、
予備船舶「さきしま」の主機換装及び補機換装を行った。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 5

考 察
達成状況
(R6年度
実績値)

計画記載
の現状値
(R5年度)

R10年度
目標値

評価指標

前年度から若干の減少が見られた。また、
地域間幹線と志島循環線と安乗線の利用
者数も減少している。

２１人/日
３人/日
１人/日

21人/日
4人/日
2人/日

(平日)40人/日
(土曜) 7人/日
(日曜) 3人/日

地域基幹病院（県立
志摩病院）の路線バ
ス停留所乗降者数

解消地区数としては0となっているが、
交通空白地を有する3町（大王町、志摩
町、阿児町）それぞれに合わせた交通施
策の実証運行を行い、本格運行という形
で解消に向けて進めている。

０地区
（０地区）

ー全地区
（11地区）

公共交通空白地区の
解消数

住民の設置要望や地域の実情を踏まえ、
停留所の増設やダイヤ、運行ルートの変
更を実施することで、利用の定着が進ん
でいる。327人/年

278人/年
(R4数値)

380人/年

地区内交通(ハッスル
号)から鉄道・路線バス
(鵜方駅・磯部駅・磯部
バスセンター)への乗継
利用者数

前年度と比べて伊勢志摩地域への入込客数は増
加しており、令和15年の遷宮に向けて、この傾
向は続くものと推察される。
志摩スペイン村が30周年を迎え、特別に企画さ
れたイベントの効果により、来場者数が増加し
た。 イベントによっては臨時列車が運行され
たため、鵜方駅からバスを利用する方も多く見
られた。

373,700人
/年

320,915人/
年

(R4数値)
362,000人/

年

鵜方駅・賢島駅での
定期券利用以外の乗
車人員

H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6
鵜方駅 102 160 138 114 105 72 106
志摩磯部駅 58 61 36 26 165 250 212
磯部ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 49 43 25 23 8 25 9

合 計 209 264 199 163 278 347 327

（参考）コロナ前からの乗継利用者数の推移



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 6

考 察
達成状況
(R6年度
実績値)

計画記載
の現状値
(R5年度)

R10年度
目標値

評価指標

観光入込客数の増加に伴い、観光客等
の定期航路利用者数も増加傾向となっ
ている。

13,611人/
年

12,952人/
年

16,000人/
年

観光客等の定期航路（あ
ご湾定期船）利用者数

市内学校に向けて、交通事業者による
教育プログラム提供の準備があること
を周知したが、実施には至らなかった。

０ 回／年
１ 回／年
(R4数値)

5 回／年交通環境学習の提供数

定期券を購入する学生の数は、その年
の入学・卒業人数に影響を受ける。特
に定期船については、市外から通学す
る生徒が前年度よりも減ったことが購
入者数の減少につながっている 。

25.0％
2.5％

12.1％
11.2％

【路線バス】

15.0％
【定 期 船】

15.0％

高校生の市内路線バス・
定期航路（あご湾定期
船）通学定期券購入率

スマホ教室は開催されたものの、公共
交通アプリの利用支援まで触れられな
かったため、目標値を達成できなかっ
た。

０ 回(累計)ー25 回(累計)
スマホ教室等における公
共交通関連アプリの利用
支援回数



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 7

今後の取組方針計画目標の現在の到達点

志摩市地域公共交通計画に掲げる方針に基づき、中
長期的な視点をもって段階的な進捗を図っていく。

➤デマンド交通
大王町・志摩町・阿児町については、実証運行時に

寄せられた要望等を精査・反映させ、本格運行を目指
していく。

➤浜島地域予約運行型バス
浜島町において、路線バスへの影響にも配慮しなが

ら、新規交通の実証運行を行い、本格運行を目指して
いく。

公共交通空白地区の解消数

R10 11地区
R6 0地区

※ 解消＝本格運行として判断

路線バスの通学定期券購入率は目標を達成しており、
新年度の学生に向けても引き続き周知をしていく。

定期船の通学定期券購入率は目標を達成できていな
い。市外からの学生も利用できるため、県立水産高校
と引き続き連携して、周知に力を入れて進めていく。

➤志摩市高校生等バス通学支援補助金
➤通学定期券購入補助

高校生の市内路線バス・定期航
路（あご湾定期船）通学定期券
購入率

【路線バス／定期船】
R10 15.0%／15.0%
R6 25.0%／2.5％



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 8

今後の対応方針
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

二次評価結果年度

各地域の特性に応じた、新た
な公共交通ネットワークの段
階的な構築を行っていく。

交通乗継拠点である鵜方駅構外
トイレを再開させ、公共交通の
利用促進を促した。
実証運行したデマンド交通で、
地域間幹線への効率的な乗り継
ぎを支援した。

新たに策定された地域公共交通
計画に基づき、当該計画のめざ
す将来像の実現、及び、持続可
能な公共交通ネットワークの維
持・活性化に向けた取組が進む
ことを期待します。

前
回

引き続き、高校生等航路通学
支援補助金の制度周知を進め
ていく。また、離島を訪れる
きっかけとなるイベント等の
実施を通じて、関係人口の創
出と航路の利用促進に努める。

水産高校の入学説明会等で通学
支援補助金の周知と、入学前の
学校説明会で制度を紹介し、市
外からの学生誘致を図った。ま
た、婚活イベント「しま恋」や
子どもたちが自然と触れ合える
「魚のつかみ取り体験」を実施
した。

高齢化の進展など地域の状況の
変化に目を配りながら、引き続
き、高校生等航路通学支援補助
金の制度周知や離島を訪れる
きっかけづくりとなるイベント
等の実施などを通じ、航路の利
用促進に努められることを期待
します。

アンケート結果やその他方法
で寄せられた意見について、
次年度の運行や実施に向けて、
改善を図っていく。

サイクルツーリズム等のイベン
ト後にアンケートを実施した。
また、AIデマンド交通について
は、利用の有無にかかわらず、
地域内全域での住民アンケート
調査を行った。

AIデマンド交通の実証運行やサ
イクルツーリズム等の促進につ
いては、利用状況や利用者の声、
運行（運航）事業者の所感、観
光面など地域への波及効果等、
可能な範囲で様々なデータや意
見などを参照し、理解や浸透の
状況を見ながら検討や改善等が
進められることを期待します。



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 9

今後の対応方針
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

二次評価結果年度

新計画で設定したKPIに基づき、
毎年1回以上の自己評価とそれ
に基づく改善策の検討を徹底
し、計画の形骸化を防ぐ。

令和6年3月に「志摩市地域公共
交通計画」を新たに策定し、
「住む人支え、来る人迎える」
という将来像を継承しつつ、観
光利用と生活交通の最適なバラ
ンスを再定義した。

新たに策定される地域公共交通
計画に基づき、効果的で持続可
能な公共交通サービスが維持・
改善されていくことを期待しま
す。

前
々
回

引き続き制度の周知徹底を図
り、家計負担の軽減と通学手
段の確保に努める。

県立水産高校における航路通学
利用の促進を図ることを目的に、
高校生等航路通学支援補助金の
交付を継続した。

引き続き、高校生等航路通学支
援補助金をさらに活用してもら
えるよう、高校や運航事業者と
連携し、対象生徒や保護者に制
度周知を積極的に実施すること
を期待します。

引き続き、島民や関係者との
連携を深め、単なる移動手段
としてではなく、島での体験
や交流を目的とした航路利用
を促進する。

婚活支援イベント「しま恋」や
『しましまあそび』など、島を
訪れた経験が無い市民等が訪れ
るきっかけをつくるイベントを
実施した。

引き続き、島民や関係者との連
携・協働の下、離島を訪れる
きっかけ作りや交流イベント等
の実施を促進することで、航路
の利用促進を図られることを期
待します。

※前回：令和７年３月２７日、前々回：令和６年３月２１日



6.計画・評価の推進体制 10

【協議会の実施状況】

◆令和７年度志摩市地域公共交通会議 第１回離島航路幹事会 令和６年６月１６日（月）
（主な議題）生活交通確保維持改善計画（離島航路確保維持計画）の策定について 等

◆令和７年度志摩市地域公共交通会議 第１回陸上交通幹事会 令和７年６月１６日（月）
（主な議題） 「浜島地区予約運行型バス」に係る実証事業について 等

◆令和７年度志摩市地域公共交通会議 第１回全体会 令和７年９月２６日（金）
（主な議題）地域公共交通計画の評価について 等

◆令和７年度志摩市地域公共交通会議 第２回離島航路幹事会 令和８年１月 ８日（木）
（主な議題）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について



（別添１）

令和8年1月8日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間において、
前回の事業評価結果をどのように生活
交通確保維持改善計画に反映させた
上で事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適
切に実施されたかを記
載。計画どおり実施され
なかった場合には、理由
等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

B

　年間利用客数について、過去
実績値（令和4年10月～令和5年
9月）から約2,000人増加させ、
26,800人とすることを定量的目
標として設定し事業を行った。
　利用客数の実績は20,345.5人
となり、目標値を達成することは
できなかったものの、令和7年度
は令和6年度と比較すると利用
客数の減少幅が約10ポイント改
善している。（R6年度：対前年比
-14.1%／令和7年度：対前年比-
4.4%）
【内訳】
　前年（令和5年10月～令和6年9
月）実績値から島民利用約420
人、定期券利用450人、観光客
等約60人減少
【主な減少要因】
　島民利用は、島民の人口減少
に伴う、利用減少が考えられる。
　定期券利用は、高校生（令和6
年10月～令和7年9月）は14人で
あり、前年の16人と比較し、2人
減少している。引き続き、航路を
通学方法の選択肢として周知し
ていく。また、通勤者は1人減少
し、3人であった。

・航路にはバスにはないメリットがあ
り、それぞれの生徒に適した通学手段
を柔軟に選択できるよう、航路通学支
援補助金制度を含め、生徒や保護者
への周知を引き続き実施する。

・間崎島民の本土での移動支援につな
がる取組として、和具の定期船乗り場
と志摩町内にある目的地間を接続する
AIデマンド交通「のりあい」の実証運行
を実施した。今後は通年での本格運行
を目指し、継続的な利便性向上を図っ
ていく。

・令和7年11月に間崎島をフィールドと
して、結婚支援イベント「しま恋」を実施
した。今後も訪島のきっかけづくりとし
て、島民と協働しイベント等の創出に
取り組んでいく。

・国の「交通DX・GXによる経営改善支
援事業」を活用し、主力船「おくしま」の
補機関等換装を実施し（令和8年3月末
完了予定）、安定した航路の確保維持
を図っていく。

・島民の高齢化に伴い、日常的な定期
船利用の運賃負担が生活を圧迫して
いることから、継続的な公的補助によ
る負担軽減を図る必要がある。

志摩マリンレジャー株式
会社

【航路名】和具～賢島航路
【航路区間】和具～間崎～賢島

【高校生等航路通学支援補助金制度
の実施】
　高校による入学説明会等での制度周
知や定期券購入時におけるチラシ配布
に取り組んだ。

【デマンド交通の実証運行の実施】
　大王町、志摩町及び阿児町におい
て、AIデマンド交通「のりあい」の実証
運行を実施し、定期船乗り場からの移
動の利便性を図っている。

【間崎島における交流イベントの実施】
　訪島のきっかけづくりを目的として、
間崎島等をフィールドとした結婚支援イ
ベント「しま恋」や、「第44回全国豊かな
海づくり大会」の関連事業として「英虞
湾再考（さいこー♬）ツアー」や「魚つか
み取り体験in間崎島」を実施した。

【交通DX・GXによる経営改善支援事業
の活用】
　国の補助金である「交通DX・GXによ
る経営改善支援事業」を活用し、予備
船「さきしま」の主機関等換装を実施
し、航路の確保維持を図った。

【航路設備のバリアフリー化】
　航路設備におけるハード面の整備に
ついては、多角的な検討を要するた
め、引き続き関係機関との検討を行う。
また、福祉部署と連携して生活支援策
を検討し、ソフト面からの補完を図って
いく。

A
【総合評価】
事業（運航）は概ね適正
に実施された。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

志摩市地域公共交通会議

離島航路運営費等補助金

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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（別添１－２）

令和8年1月8日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

志摩市では令和６年３月に志摩市地域公共交通計画を策定し、本計画が目指す将来像として、高齢者と高校生を中心とした市民と来訪す
る観光客を念頭に置き、「住む人の誰もが、いつまでも、安心して自由に出かけられ、訪れた人がみな、まちじゅうを自由に巡り、自然や人の
魅力に出会えるまち」と定めている。また、めざす将来像を実現するため、航路の対応方針として「定期航路（あご湾定期船）の運航維持と
利用促進」を掲げ、取組を進めている。
　本航路は、間崎島住民の移動、物流、医療等において、必要不可欠な生活航路であることに加え、美しいリアス海岸を有する風光明媚な
英虞湾を運航することから、観光航路としても利用されている。また、志摩町和具にある「県立水産高等学校」へ通学する学生の移動手段と
しても重要な役割を担っており、地域活性の面においても必要性の高い航路であり、引き続き確保維持を図っていく。

志摩市地域公共交通会議

離島航路運営費等補助金


